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公
共
下
水
道
に
切
り
替
え
て

快
適
な
生
活
環
境
を

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
供
用
開
始
し

た
後
、
隣
近
所
が
下
水
道
に
切
り
替
え
て
も

一
部
の
人
が
く
み
取
り
便
所
の
ま
ま
だ
と
、

そ
の
家
庭
の
台
所
・
洗
面
所
・
風
呂
等
の
生

活
排
水
は
そ
の
ま
ま
と
な
り
、
生
活
環
境
を

改
善
し
水
質
を
保
全
す
る
と
い
う
本
来
の
下

水
道
の
目
的
は
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
建
築
物

を
お
持
ち
の
方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
排
水

設
備
改
造
工
事
（
水
洗
ト
イ
レ
化
と
浄
化
槽

の
廃
止
切
替
等
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ト
イ
レ
の
水
洗
化
改
造
費
用
や
、
そ
の
他

の
排
水
設
備
工
事
費
用
は
、
皆
さ
ん
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
、

市
の
認
定
す
る
指
定
工
事
店
で

　
工
事
は
、
一
定
の
技
術
水
準
に
そ
っ
て
正

し
く
行
わ
れ
な
い
と
、
故
障
の
原
因
に
な
る

な
ど
、
公
共
下
水
道
の
機
能
に
悪
い
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
工
事
に
必
要
な

専
門
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
高
島
市
の
指
定

工
事
店
で
の
み
接
続
の
工
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

《平成 27 年度決算》
【歳出】　
　○事業費決算額 3億7,502万円
　　（医療費助成他）

【歳入】
　○国からのお金 4,100万円
　　（特定防衛施設周辺整備調整交付金）

　○県からのお金  1億2,195万円
　　（福祉医療費助成事業補助金ほか）

　○その他の収入 3,015万円
　　（高額療養費返還金ほか）

　○一般財源（市のお金） 1億8,192万円

　現在この制度は、さまざまな予算（国・県・
市など）を活用しながら運営を行っています。

（右記：平成 27 年度の状況をご覧ください）
　さらに、平成 28 年度からは、【ふるさと
納税寄附金】も活用しています。

　貴重な財源を活用し運営する制度を今後も
維持していくため、適切に医療機関を受診さ
れるよう皆さんのご理解をお願いします。 問 保険年金課　ὸ（25）8137

　高島市では、子育て世帯や、社会的・経済
的に弱い立場にある方を対象に医療機関や薬
局等に支払う医療費の自己負担分を助成する

「福祉医療費制度」を行っています。
　制度の種類や詳細につきましては、電話ま
たは窓口等でお問い合わせください。

ご存知ですか？     「福祉医療費制度」

排
水
設
備
の
設
置
の
義
務　

（
下
水
道
法
第
10
条
第
１
項
、
高
島
市
下
水
道
条
例
第
３
条
）

　
風
呂
や
台
所
等
の
汚
水
は
供
用
開
始
の
公

示
後「
１
年
以
内
」に
排
水
設
備
を
設
置
し
、

下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
の
義
務

（
下
水
道
法
第
11
条
の
３
）

　
く
み
取
り
便
所
は
、
供
用
開
始
の
公
示
後

「
３
年
以
内
」
に
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
し
、

下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
屋
の
新
築
・
増
改
築
を
さ
れ
る
方

の
義
務

（
建
築
基
準
法
第
31
条
）

　

下
水
道
が
供
用
開
始
と
な
っ
た
区
域
内

で
、
家
屋
等
を
新
築
・
増
改
築
さ
れ
る
場
合

で
、
か
つ
便
所
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

水
洗
ト
イ
レ
で
な
い
と
建
築
確
認
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
よ

り
良
い
生
活
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

医療費を助成
する

上
下
水
道
課　

（
２
２
）
９
０
１
１

総
合
戦
略
推
進
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

シ
ゴ
ト
起
こ
し
の
支
援

　

総
合
戦
略
の
効
果
を
高
め
る
た
め

に
、
産
官
学
金
労
言
民
等
多
様
な
分
野

か
ら
26
人
の
方
に
ご
参
画
い
た
だ
き
、

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
高
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
会
議

で
は
、
総
合
戦
略
の
主
要
な
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
検
証
や
改
善
に
役
立
て
る

た
め
、
担
当
課
職
員
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
に
よ
る
意
見
交
換
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

総合戦略はどうなってるの？ vol. 10

　
「
高
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
事
業
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
第
10
弾
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
総
合
戦
略
の
推
進
や
評
価
検
証
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
発
掘
・
価
値
向
上

に
取
り
組
む「
高
島
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル・オ
フ
ィ
ス
事
業
」を
紹
介
し
ま
す
。

総
合
戦
略
課

　
（
２
５
）
８
１
１
４

ワークショップ

ビジネスプラン発表会
（２月２日）

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
事
業

～
持
続
可
能
な
ま
ち
高
島
を
め
ざ
し
て
～

「高島市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」

とは…

　将来にわたって安心して暮らし続けることができる、持続

可能な地域社会づくりに取り組むため昨年策定した計画です。

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる②高島への新しいひ
との流れをつくる

④時代に合った地域を作り、安心な暮らしを守る

とともに、地域と地域を連携する

①高島における安定した雇用を創出する

総
合
戦
略
の

４
つ
の
基
本
目
標

　
高
島
で
事
業
を
起
こ
し
た
い
人
や
拡

大
し
た
い
人
を
支
援
す
る
た
め
、
全
３

回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
た
か
し
ま
ロ
ー

カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
事
業
の
プ
ラ
ン
を
あ
た
た

め
て
い
た
方
や
、
こ
れ
ま
で
自
宅
で
事

業
を
行
い
、
口
コ
ミ
等
で
集
客
し
て
い

た
方
８
名
が
応
募
さ
れ
、
事
業
の
目
的

　
今
後
も
、
こ
う
し
た
総
合
戦
略
推
進

の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
と
と

も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
や
対
話
、

連
携
が
生
ま
れ
る
場
づ
く
り
、
新
た
な

地
域
資
源
の
発
掘
等
を
行
い
、
高
島
市

が
一
体
と
な
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
整
理
、
収
支
計
画
の

作
成
等
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
ン
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
の
場
で
委
員
の
方
々
に
も

聞
い
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト

企
画
を
考
え
た
い
と
い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
プ
ラ
ン
発
表
後
に
は
、
委
員
同

士
で
、
こ
う
し
た
市
民
の
意
欲
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
や
支

援
は
何
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、「
モ
ノ
を
売
る
だ

け
で
は
価
格
競
争
で
負
け
て
し
ま
う
の

で
、
高
島
の
文
化
・
風
土
を
一
緒
に
売

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」、「
市
内
の
遊

休
地
を
活
用
し
た
女
性
の
シ
ゴ
ト
づ
く

り
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」、「
子

育
て
支
援
と
空
き
家
活
用
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
連
携
し
て
取
り
組
め
な
い

か
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
培
わ

れ
た
ご
意
見
や
、
施
策
連
携
の
ア
イ
デ

ア
等
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
は
、「
持
続
可
能
な
」
の
意
味

で
す
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
・
オ
フ
ィ
ス
事
業
は
、
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
を
抑
制
し
、
多
様
な
主
体
が
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
高
島
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。



82017. ３月号9 2017. ３月号

お知らせ拡大版

　
高
島
市
で
は
、
今
年
７
月
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
大
変
便
利
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
余

裕
を
持
っ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

簡
単
な
端
末
操
作

で
取
得
で
き
る

市
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で

き
る

土
日
祝
日
も
取
得
で
き
る

（
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
）

●
利
用
時
間

　
６
時
30
分
～
23
時

●
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　
全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
な
ど

●
発
行
で
き
る
証
明
書

　

住
民
票
、
戸
籍
証
明
書
、

印
鑑
証
明
書
、所
得
（
課
税
）

証
明
書
な
ど

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
交
付
申
請
手
続

き
を
し
て
か
ら
受
け
取
り
ま
で
に
１
か
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
る
7
月
ま
で
に
、

　
早
め
に
作
り
ま
し
ょ
う
!!

（
カ
ー
ド
の
作
り
方
は
12
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

市
民
課
　
（
２
５
）
８
０
１
８

７
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
は
じ
ま
り
ま
す

　
軽
自
動
車
税
は
、
軽
四
自
動
車
・

バ
イ
ク
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
所
有

者
に
対
し
て
毎
年
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
軽
自
動
車
を
取
得
し
た
場
合
や
、

廃
車
・
譲
渡
を
し
た
場
合
に
は
届
出

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
農
耕
作
業
車
両
等
の
買
替
え

の
場
合
も
廃
車
・
登
録
の
変
更
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　
ま
だ
届
出
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い

車
両
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
急
に
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き
の

場
所
や
必
要
な
書
類
等
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
の

●その他の車種
　下記へお問い合わせください。

車　種 手 続 場 所
軽二輪

（125cc を超え
250cc 以下）
小型二輪

（251cc 以上）　

滋賀運輸支局
守山市木浜町 2298-5

☎ 050（5540）2064

軽三輪	
軽四輪

軽自動車検査協会
守山市木浜町 2298-3 

☎ 077（585）7103

・
取
得 

し
た
場
合

15
日
以
内

・
廃
車 

し
た
場
合

30
日
以
内

●原動機付自転車（125cc 以下）
　小型特殊自動車（コンバイン・トラクター・フォークリフト等）
　登録・廃車手続きは、申告書のほか次の書類等が必要です。

添 付 書 類 等 手 続 場 所
購入の場合	

（中古車含む※１） 販売証明書、印鑑（認印可）
税務課 

☎ 25-8116 
または 

各支所窓口
譲受の場合 譲渡証明書、廃車証明書、 

印鑑（認印可）

廃車・譲渡の場合 ナンバープレート、
印鑑（認印可）

上記届出を	
代理人がする場合

上記に加え委任状
販売事業者等も委任状が必要※２

※１ 中古車両（原動機付自転車・小型特殊自動車）の登録の場合、廃車
　　証明書の添付は不要です。 
※２ 販売事業者の方が代理人となる場合においても委任状を添付してく
　　ださい。

★軽自動車税の納付期限は５月末です。
★減免申請は、４月上旬からの受付を予
定しています。詳しくは来月発行の広報
たかしま４月号に掲載します。

登
録
・
廃
車
・
名
義
変
更

税
務
課
　
（
２
５
）
８
１
１
６

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

簡
単
に

問 税務課　ὸ（２５）８１１６

原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車等

　平成 29年度の軽自動車税は、次の税率で課税されます。

軽自動車（三輪と四輪以上）

　初めて車両番号の指定を受けた月から 13 年を
経過した車両は税が重くなります。

（平成 29 年度の場合は、初度検査年月が平成 16 年３月
以前の車両）

平成 28 年度から軽自動車の税率が改正されています

●三輪・四輪の軽自動車　新税率

車種区分

初めて車両番号の指定を
受けた日が・・・

初めて車両
番号の指定
を受けた月
から 13 年
を経過した
車両

平成 27 年
3 月 31 日
以前の車両

平成 27 年
４月１日
以後の車両

四
輪
以
上

乗
用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物
用

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

　登録の年月や
環境性能に関わ
らず、全て新税
率が適用されま
す。

●原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車などの新税率
車種区分 平成 28 年度から

原動機付
自転車

50cc 以下 2,000 円
50cc 超～ 90cc 以下 2,000 円
90cc 超～ 125cc 以下 2,400 円
ミニカー 3,700 円

軽二輪（125cc 超～ 250cc 以下） 3,600 円
小型二輪（250cc 超） 6,000 円
小型特殊
自動車

農耕用のもの 2,400 円
その他 5,900 円

※初めて車両番号の指定
を受けた年月は自動車検
査証の「初度検査年月」
により確認します。
　車両の種類や初度検査
年月によって適用される
税率が違いますのでご注
意ください。

　グリーン化特例が１年間延長されたため、平成
28 年４月１日から平成 29 年３月 31 日までに初め
て車両番号の指定を受けた環境負荷の小さい車両
は平成 29 年度分に限り、税が軽くなるグリーン化
特例が適用されます。

グリーン化特例（税が軽くなります）

（ア）電気自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
（イ）平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ
　　  以下に適合するもの
　　  乗用…平成 32 年度燃費基準 +20％達成車

貨物…平成 27 年度燃費基準 +35％達成車
（ウ）平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成（★★★★）かつ
　　  以下に適合するもの
　　  乗用…平成 32 年度燃費基準達成車

貨物…平成 27 年度燃費基準 +15％達成車
※（イ）、（ウ）についてはガソリンを内燃機関の燃料にする軽自

動車に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。
※表１に該当する場合であっても、表２のいずれかに該当する場

合は、表２の税率が適用されます。

車種区分 （ア） （イ） （ウ）

四
輪
以
上　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乗　
用

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨
物
用

自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

※平成 29 年度のみ適用【表２】

【表１】

　グリーン化特例が１年間延長されたため、平成

ここに書いて
あります
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●一日
消
防
官

　
　
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
高
島
市
防
火
保
安
協
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
市
内
の
４
事
業
所
か
ら一日

消
防
官
を
任
命
し
、
初
期
消
火
や
応

急
処
置
の
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
の
後
は
、
市
内
の
こ
ど
も
園
な

ど
を
訪
問
し
、
火
災
の
怖
さ
な
ど
を
広

報
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
状
況
で
す
。

　
火
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す
！

３
月
１
日
（
水
）
～
７
日
（
火
）

火
災
予
防

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
！

『
消
し
ま
し
ょ
う　
そ
の
火
そ
の
時　
そ
の
場
所
で
』

●
消
防
訓
練

　
今
津
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
か
ら
出

火
し
た
と
想
定
し
、
消
防
訓
練
を
行
い

ま
す
。

　
こ
の
訓
練
で
は
、
ホ
テ
ル
従
業
員
が

実
際
に
１
１
９
番
通
報
を
し
、
利
用
客

の
避
難
誘
導
・
初
期
消
火
を
行
い
、
消

防
隊
が
到
着
後
に
は
消
防
隊
へ
情
報
提

供
を
行
う
訓
練
を
行
い
ま
す
。

期
間
中
の
主
な
取
り
組
み

●
住
宅
防
火
診
断

　
放
火
や
電
気
コ
ー
ド
な
ど
か
ら
の
出

火
を
防
ぐ
た
め
、
消
防
職
員
が
防
火
に

つ
い
て
診
断
し
ま
す
。（
事
前
に
訪
問

す
る
地
区
へ
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
経
ち
ま
し

た
。
古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や

電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
危
険
で

す
。
定
期
的
に
点
検
し
10
年
を
目
安
に

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
島
市
で
は
、　

●
寝
室（
普
段
の
就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
）

●
階
段
（
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
）

　
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

の
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
作
動
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
ょ
う　

　

も
し
、「
ピ
ー
ピ
ー
」
や
「
火
事
で

す
火
事
で
す
」
と
い
う
警
報
音
が
鳴
ら

な
け
れ
ば
、
正
常
に
作
動
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
場
合
は
、
本
体
に
つ
い
て
い

る
取
扱
説
明
書
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

適
切
な
対
処
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
定
期
的
に

　
お
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う

　
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
多
量
の
煙

が
発
生
し
、
矢
印
の
部
分
に
入
っ
て
警

報
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
矢

印
の
部
分
に
ホ
コ
リ
な
ど
が
付
い
て
い

る
と
、
煙
が
入
り
に
く
く

な
り
、
正
常
に
作
動
し
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
乾
い
た
布
な
ど
で
ホ
コ

リ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ

い
。予

防
課
　
（
２
２
）
５
４
０
３

（一社）日本火災報知器工業会作成リーフレット引用

正常に動作していると、正常をお知らせするメッセージまたは
火災警報音が鳴ります。

市民協働課　 （25）8526

　高島市では、地域の課題解決や地域振興策に
ついて市民の立場で検討・実践し、市民協働に
よる魅力あるまちづくりを推進するため、「高
島市まちづくり推進会議」を開催してきました。
　推進会議では、30 人の市民の皆さんと市職
員が、２年間にわたり会議を重ねてきました。
　任期最終年度にあたる今年度末に、それぞれ
６つのグループ（観光・子育て・一体感・自然・
若者定住・高齢者）で協議したことや実践した
活動について報告会を開催します。
　報告会は、活動内容をまとめた報告書を基に
グループ発表を行い、その後どなたでもご参加
いただける意見交換の場を設けます。市民主体
の魅力あるまちづくりの実現について一緒に話
しませんか。ぜひご参加ください。

▼日時　３月 11 日土
　　　　　15時30分～17時30分

▼会場　観光物産プラザ（新旭公民館）

▼内容　各グループからの活動報告、ワールド
カフェ形式の意見交換会

まちづくり推進会議
報告会を開催します

総務課　 （25）8000

　今年の４月１日から支所の宿直が廃止になり
ます。
　これに伴い、各支所では 17 時 15 分から翌
朝８時 30 分まで職員が不在となり、この間の
電話については、市役所本庁へ転送されます。
　また、夜間における戸籍等の届出については、
本庁のみの取り扱いとなりますので、ご理解の
ほどよろしくお願いします。
　なお、大雨や大雪などの警報発令時には、今
までどおり支所職員が登庁し、待機しますので
ご安心ください。

（ただし、今津支所は、新しい建物が完成する
７月末ごろまで宿直の一部の対応を行います。）

●日直の取り扱いは変更ありません
　各支所における土日、祝祭日および年末年始

（12 月 29 日～１月３日）の日直は、従来どお
り行います。

※日直…８時 30 分～ 17 時 15 分
　宿直…17 時 15 分～翌朝８時 30 分

４月１日から、
支所の宿直を廃止します

市民の皆さんと２年間

話し合った成果

　農地の賃借料の目安にしていただくために、平成 28 年中に締結（公告）された賃借料を集計しまし
たので、お知らせします。農地の貸し借りの際の参考にしてください。
　 なお、「農地の賃借料情報」に拘束力はありませんので、農地の状況等に合わせて、貸し手と借り手
の両者でよく協議し設定してください。（標準小作料制度は廃止されています）

※データ数は、集計に用いた筆数です。畑については、事例が少ないためデータには含まれていません。

農業委員会事務局　 （25）8513

地域 平 均
（㎏ / 年）

最 高
（㎏ / 年）

最 低
（㎏ / 年）

データ数
（件）

マキノ ３７ ６０ １５ ８９
今　津 ５０ ６０ ３０ ７０
朽　木 ３６ ５０ ３０ １９
安曇川 ４９ ７０ １５ ３４４
高　島 ５８ ７０ ３０ １０６
新　旭 ４０ ６９ １６ １５８

市内平均 ４７ ７０ １５ ７８６

◆	1 反当りの物納（玄米）量（１kg 未満四捨五入）

地域 平 均
（円 / 年）

最 高
（円 / 年）

最 低
（円 / 年）

データ数
（件）

マキノ 6,300 10,000 3,900 46
今　津 6,700 10,000 3,000 196
朽　木 10,000 10,000 10,000 14
安曇川 7,200 12,000 2,600 85
高　島 8,900 10,000 2,800 112
新　旭 6,500 8,300 3,400 41

市内平均 7,300 12,000 2,600 494

◆ 1反当りの賃借料 （１００円未満四捨五入）

農地の賃借料情報
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３
月
は
、
１
年
の
う
ち
で
最
も
自
殺
者
が
多
い
月
で
す
。

そ
の
た
め
、
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
背
景
は
、
う
つ
病
な
ど
の
心
の
病

気
、
多
額
の
借
金
、
親
し
い
人
と
の
死
別
体
験
、
い
じ
め
、

過
労
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
い
く
つ
も
の
要
因
が
重
な
る

こ
と
で
「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
追
い
詰
め
ら
れ
自
殺
を
選
ん

で
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
婚
や
引
っ
越
し
、
昇
進
な
ど
の
生
活
上
の
変
化

が
、
一
見
他
人
に
は
幸
せ
に
見
え
る
こ
と
で
も
本
人
に
と
っ

て
は
大
き
な
悩
み
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

あ
な
た
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
大
き
な
悩
み
を
抱
え
た
人
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
き
、
一
緒
に
考
え

て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
で
、
安
心
感
を
与
え
孤
立
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
安
心
し
て
相
談
で
き
る
人
の
こ
と
を「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は
特
別
な
資
格

は
不
要
で
す
。
家
族
や
友
人
、
職
場
の
人
、
近
所
の
人
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
多
く

の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
気
づ
き
】

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、「
死

ぬ
し
か
な
い
」
と
視
野
が
狭
ま
っ
て

い
た
り
、
強
い
孤
独
感
を
感
じ
て
い

ま
す
。
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

き
声
を
か
け
る
こ
と
で
、「
自
分
の

こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
る
人
が
い

る
」「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
」
と
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
傾
聴
】

　
じ
っ
く
り
話
を
聴
き
、
そ
の
人
の

気
持
ち
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、「
自

分
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
」

と
い
う
安
心
感
に
つ
な
が
り
、
大
切

な
人
の
支
え
と
な
り
ま
す
。

【
つ
な
ぎ
】

　
抱
え
込
ん
で
い
る
問
題
や
悩
み
を

解
決
す
る
方
法
を
知
ら
ず
に
死
を
選

択
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、

専
門
家
の
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
見
守
り
】

　
話
を
聴
き
、
専
門
家
を
紹
介
し
た

ら
万
事
解
決
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
見
元
気
に
な
っ
た
よ
う

に
見
え
て
も
、「
も
う
大
丈
夫
」
と

油
断
せ
ず
、
常
に
相
手
に
関
心
を

も
っ
て
温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

講師
 （社福）琵琶湖愛輪会　松の浦湯治の郷施設長

　扇
おおぎだ
田　宗

むねちか
親さん

　人それぞれに、わずらわしくても、思
い通りにいかなくても、手間ひまかけて
“暮らす”こと。日々の暮らしの中で大
切にされることを、皆さんと分かち合い
たいと思います。

　
～
３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

【ゲートキーパー養成講座】　「傾聴力を磨く」

　ゲートキーパーの役割の一つであ
る「傾聴」は、相手の話に耳を傾ける
ことであり、相手に寄り添うコミュニ
ケーションの技法です。「傾聴力」を
磨くことで、大切な人もあなたも元気
になれるよう講座を開催します。

（定員 50 人）

参加費無料
！

問・申 健康推進課　 （25）8065

日	時　３月 13 日 月　14時～16時　　場	所　安曇川公民館

　人それぞれに、わずらわしくても、思
い通りにいかなくても、手間ひまかけて
“暮らす”こと。日々の暮らしの中で大
切にされることを、皆さんと分かち合い

　京都に開設されたアンテナショップ『かもす
家』は、当初の開設期間を平成 29 年２月 28
日（火）までとしていましたが、開店以来大変
好評を得ていることから、この度、３月以降も
引き続き開設することが決定しました。
　ぜひお友達等お誘いのうえ、お立ち寄りくだ
さい。（住所や営業時間など詳しくは広報たか
しま 12 月号をご覧ください）
問 高島市商工会　ὸ（32）1580

「かもす家」　延長決定！

「喜ぶ顔が見たいから」

【さいじ】歳時　催事　細事 etc…
移ろいや催し、日々感じる細々したこ
とを地域おこし協力隊の感性で徒然伝
えていくコーナーです。地域おこし協力隊

太田　彩

　３月です。３月といえばひな祭りですね。私も
小さい頃は家にお雛様を飾っていました。
　思い返してみると、季節行事をちゃんとやって
いたのって小学校に入る前がほとんどです。小学
校に通い始めると、だんだんとやらなくなっちゃ
う行事が増えてきました。一人暮らしを始めてか
らはこれまた顕著で、誕生日とクリスマスにケー
キを食べるくらいに。一人でってなるとなかなか
手間ですもんね。
　昔こういった節目の行事は、子どもの成長や
家族の安寧を願ってされていました。そしてア
ミューズメント要素もあったのでしょう。子ども
にとって非日常。とても楽しかったでしょうね。
大人も子どものために張りきったはず。
　子どもを喜ばせたいという想いはいつの時代も
変わらないものです。自分の子でも、近所の子で
もそれは同じだと思います。子どもたちを喜ばす
ために大人たちが一丸となる。行事とか文化の
根っこにあるのは子どもの喜ぶ顔なのかな、と最
近は思います。「後継者育成！」とかカチカチに
ならず、純粋に楽しむことができたらいいですね。

お詫びと訂正
　広報たかしま２月号 14 ページ「おめでとうご
ざいます」の記事に次の誤りがありました。訂正
のうえ、心からお詫びいたします。

（誤）上田　留治氏　→　上田　留次氏
問 総務課　ὸ（25）8000

問 高島市民病院　ὸ（36）0220（代）

 花粉症の季節がやってきました。花粉症の正
体は花粉に対して人間の体が起こすアレルギー
反応です。体の免疫反応が、花粉に過剰に反応
して花粉症の症状がでるのです。花粉症による
アレルギーは、ある日突然にやってきます。症
状は、くしゃみ・鼻水・鼻づまり・目のかゆみ
ですが、人によっては、頭痛・体のだるさ・イ
ライラ感など、さまざまな症状がでることもあ
り、意欲が低下して日常生活にまで支障をきた
すことがあります。 
　そんな厄介な花粉症でも、できるだけ快適に
過ごせるように対策を立てていきましょう。

　他にも効果があるといわれていることがあり
ますが、自分に合った方法を吟味して対応しま
しょう。
　また、無理をせず医療機関を受診することも
大切です。
　健診センターでは、人間ドッグや生活習慣病
予防健診、ミニ健診のオプションとして、アレ
ルギー検査を追加することができます。アレル
ギー検査で原因を特定させ、確実な予防の対策
を立てましょう。

花粉症　に注意しましょう

　花粉の飛散の多いときにマスクをつける
と、吸い込む花粉をおよそ 3 分の１から 6
分の 1 に減らし、鼻の症状を軽減させる効
果が期待されています。

　鼻の粘膜には線毛があり、粘膜の上の異物
を輸送します。うがいは、のどに流れた花粉
を除去するのに効果があります。かぜの予防
にもなりますので、外出から帰ってきたら、
うがいをしましょう。

　花粉が人間に付着しやすいのは表面に出て
いる頭と顔です。外出から帰ってきたら洗顔
して花粉を落とすと良いでしょう。

　花粉の飛んでいない日は外でもいいです
が、しっかり花粉を払うことが大切です。

マスクをつけましょう

うがいをしましょう

洗顔しましょう

洗濯ものは家の中に干しましょう
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